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【結果】 D1細胞は、Oxy chip、non-Oxy chipどちらにおいても培養1日後にはスフェロイドを形成し、大きさは均一であ
った。Oxy chipでは高い酸素濃度を維持していた。培養7日後に骨芽細胞分化マーカーの1つであるアルカリフォスファター
ゼ（ALP）活性を測定すると、細胞をスフェロイド化することによって平面培養に比べ大幅に活性が上昇した。また、DNAチッ
プを用いた解析によりOxy chipは、D1細胞の骨芽細胞分化を促進する一方、軟骨細胞、脂肪細胞への分化を抑えることが分
かった。 
 
【結論】 以上の結果から、MSCスフェロイドに酸素供給を行うことにより、従来の方法よりも迅速に高い活性を有する骨芽
細胞へと分化させることができることが示唆され、MSCの再生医療応用に本培養器が有効であることが示唆された。 
 
 
 
